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在
京
白
墨
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

待
望
の
在
京
日
豊
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
盛
岡
中
学
、
盛
岡
一
高
O
B
お
よ
び
関
係

者
に
向
け
て
最
新
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
楽
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
育
て
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

在京白壁会(hakuatokyo)のアドレス 

http:〃www,hakua,SOkei,C○○jp/index。htm 
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鱒願騰蹴醗
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諾謹書悪罵諸篤志撰蕉 締聞蹴醗酵

誘韻蟄鶏態馨藷欝諾 攣弼臨醍願

弼禦禦警誓 莞諸深黒、輔弼
育てましょう。

このサイトは、主に会員方々からの情醐共に
鰯醗

謂轄詣嵩謹製誅読計二 闇醜髄
たら、どしどしお寄せ下さい。自薦、他薦いずれ

￣￣￣￣ ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

でもOKです。お寄せいただいた情報をもとに、

徐々にコンテンツを充実させてきます。ご期待く
繍踊願ださい。

南台￣￣￣￣

在京白壁会関係者のアートやスポーツ、各種イベントなどの予

定をお知らせください。また、学術、研究、経済などの分野で

活躍されている同窓生の情報なども事務局までお寄せ下さい。

電子メールでの情報提供はbaba@sanp○○Pub,CO,jp馬場信まで。

在
京
白
萱
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
巨
昌
畠
○
○
k
y
O
)
が
、
5
0
年
卒
の
水

原
滋
さ
ん
ら
の
協
力
で
今
月
か
ら
公

開
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
と
い
っ

て
も
、
は
じ
め
は
電
子
掲
示
板
中
心

の
内
容
と
な
り
ま
す
。
在
京
白
望
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
各
方
面
で
活

躍
さ
れ
る
O
B
の
紹
介
な
ど
、
皆
様

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
も

と
に
内
容
を
徐
々
に
充
実
さ
せ
て
い

く
予
定
で
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に

進
化
す
る
か
は
、
皆
様
の
ア
イ
デ
ア

次
第
。
紹
介
し
て
欲
し
い
作
品
展
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
な
ら
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
添
え
て
事
務
局
ま
で
お
送
り
下

さ
い
。
E
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

を
お
、
公
式
サ
イ
ト
と
い
っ
て
も

更
新
等
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の

運
用
で
す
の
で
、
い
た
ら
な
い
点
な

ど
あ
り
ま
し
て
も
、
温
か
い
目
で
応

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総会報告

青春時代にワープ

母校の三田校長のごあいさつ

第
3
1
回
在
京
自
重
会
総
会
が
、
5

月
1
2
目
、
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青

山
に
て
2
百
数
十
名
が
参
加
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
母
校
か
ら
三

田
信
一
校
長
も
参
加
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
新
校
舎
や
今
年
の
新
入
生

の
応
援
歌
練
習
風
景
を
紹
介
し
た
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
る
な
ど
、
幹
事
年

次
の
ア
イ
デ
ア
を
こ
ら
し
た
企
画
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
締
め
は
恒
例

の
校
歌
放
吟
。
参
加
者
一
同
、
高
校

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
楽
し

く
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

創立時から会を支えてこられたみなさん。これ

からも後輩のご指導よろしくお願い致します
校歌で締めなくっちゃ会は終わらない。でも、
歌詞を4番までフルに歌えた人はどれだけかな了

四三会玉津健児代表から次期幹事代表佐々木

裕さん〈s44年卒)へ幹事の引継状が渡される

四三会は盛岡から谷藤文明代表幹事ら10数名が

応援に駆け付ける。幹事の大役を無事終え、二

次会で全員肩を組んで「ああ愉快なり」を歌う



(3) 在京白聖会報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
点
は
、
速

報
性
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
双

方
向
性
で
す
。
内
容
を
随
時
更
新

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
、
常
に
最
新

の
情
報
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

機
会
の
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
機
に
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
お
子
様

や
お
孫
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
掲
示

板
に
お
便
り
を
寄
せ
ら
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

新
し
い
挑
戦
は
、
き
っ
と
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 年次別、部活捌き

在京自重三四会のホームぺ-
ジは、自重関係のネットサー

ファーの間では下の「自重応

援団30」で有名。全ぺ-ジ校

歌や応援歌のBGM付きという

力作。自重博物館長・星邦彦
先輩の熟年パワー恐るべし。

「自重応援団30」のUR

Lはhttp://www「.spher

e.ne,jp/hakuaoen/。

在京自重三四会からは

「戻る」をゲノックする

と訪問できます。

このホームぺ-ジ事体は大分

以前からあったらしいですが

この秋から新装オープンして

やっと公開になりました。七

夕会の名称は、毎年7月の第

1土曜日に懇親会を開催して

いることに由来します。

他に、七夕会は隔月第2火曜
日、ニ火会と称して各分野で

活躍する講師を招き勉強会を

実施しています。

昨年1月に開設された疾
風会ホームぺ-ジは、当
初、疾風会が在京自重会
総会の幹事を終えるまで
の時限サイトの予定でし

たが、好評につき、在京

自重会の公式サイトが立

ち上がるまでの代替サイ

トの役割を果たしました

コンテンツが充実し、各

種検索エンジンへの登録
も多く、管理人の佐藤泰

久さんのメンテナンスも

頻繁で、訪問者の多いサ
イトです。

顕顕認
達手招主動悶嵩一哉等勤如〔号′高等学業託捗∠ト

の非常醤誤ホーム・、 ノ

閻噸鵬郵囲

錨蹴 擢離 色艶

轍轍駿憩
撼闘鰹趨繊

繭掴醜鎚野諒

闇∥顕=蹴

賊換鋤鍋!

l宙肪￣「おもいで」のべ臆ノの建設開始。最終更新日(乞〇〇〇年9月2〇日)

大同期会の集合写真、宣基握甑会での板漱放吟 その他同実験の連絡だとかあります。

藤岡一石や同窓会の帽脚と お知らせのべ臆ノです。このホームべ臆ノ開設の終結も宙かれています。

なつかしの盛岡からの臆「たより」です。吊終更新日(9月2「日)

画商ト一所等∵土中の篤い苗などを戯せようと居っていざ机ようやく一歩前近しました。S臆午3年甲子園/\\スト

)揃反です小繋岡一高(こ関することきろ、どんな‡生桶でも駄廻します。とんとん患書込みしてください。

翻一高lこけてなくふるさと岩手の帽細をリストアップしようと患っています。

20∞窄7月21日から数えて

めなに(自問頚閏闇顕番目の訪問者です
ありがとうこきいました。

e￣me音音」輿’今上輿寸評主音二」丘

8月初旬に立ち上がったばかりのサイトですが、いきなり同期会での校
歌放吟をMPEG映像でアップし、訪問者の度胆を抜きました。同期生の

意気込みがひしひしと伝わり、楽しみなサイトです。

醒臆臆圃圃圃圃圃圃 

鰭臨機鰹 

蟻轟 
醜臨轍 
醒擬態顕∥宰相聖HP(こ音ノン久表し 

9月半ばにアップした自重90。HPの制

作者は、在京自重会公式HPを制作した

水原滋さんです。在京白聖会ホームぺ
-ジの実験を兼ねて立ち上げたというこ

と。いっぺんに2つのサイトを抱え大変

でしょうが、ガヅソたせ、水原さん!
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ミームページ紹介

白壁五十四会HomePage

岩手県立盛岡寮一高等学較

昭和五四年卒業OB会

のく一夕(プ岩手県立盛岡第一高著学校を昭和期年(二手蒸した人の色勉や追給をするためのものです

●ゝ主音音蝉旦旦辺二重曲地軸

.卒業東名汚

醒謹撰半こ塩

基圭蓑蓬彊て蕪’

●艶巨し萱空室土壁塩牲三色盛妻

.属国一高・柑訓匪間中芋間違リンク

繋鮭缶第〇躍動日勤2年季難在京同舵

○露盤蒜の歌詞やそれ(こまつわる音繭と

○宗鑑蓋韻墾萎縮建」覧

○舗撥※醜介だと
〇品欝窓へ」ノ

昭和54年卒の人の名簿や

連絡のためのぺ-ジです。
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初音瓶のせいです(願
音譜菱田鳩▲1音〔「○∞時】e 

平成1O年度の応援委員JN7MYXさんが管理人のオフィシャル・ウェブ・サ

イト。現役生とOB、OGの交流の場を目指し、諸先輩の協力を訴えていま

す。JN7MYXさんには、疾風会HPも掲示板を通じて技術的な助言やら何や

らたいへんお世話になっています。これからも新鮮情報をよろしく!

念
願
だ
っ
た
在
京
日
豊
会
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
よ
う
や
く
立

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
以

降
、
各
年
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
ま
す
。

昭
和
4
2
年
卒
在
京
疾
風
会
が
在

京
日
豊
会
総
会
の
幹
事
を
務
め
た

昨
年
1
月
「
疾
風
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
今
年

の
1
0
月
半
ば
時
点
で
年
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
公
式
、
非
公
式
合
わ
せ

て
7
サ
イ
ト
、
他
に
部
活
関
係
も

4
サ
イ
ト
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の

他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昨年12月に開設された盛岡一

高音楽部OB・OGのぺ-ジで

す。深山会の名称は、昭和30

年、混声合唱を始めて5年目

の音楽部が混声合唱曲「深山

には」を演奏してNHK合唱コ

ンクールで県代表となり、こ

こから部歌が「深山には」と
なり、OB会の名称も「深山

会」となったとされています。
このホームぺ-ジから、音楽

部コンサートのライブ録音を
ダウンロードして聴くことが
できます。

盛岡一高無線部OBが主に高
校の無線クラブの活性化を目

的に、技術を競うだいご味を

追求するサイトなそうです。

掲示板のやりとりもかなり専
門的でコンピュータや無線の
知識がない人はついていけな
いような内容ですが、マニア

にとっては垂漣のサイトなん

でしょうね。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
点
は
、
速

報
性
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
双

方
向
性
で
す
。
内
容
を
随
時
更
新

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
、
常
に
最
新

の
情
報
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

機
会
の
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
機
に
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
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お
子
様

や
お
孫
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
掲
示

板
に
お
便
り
を
寄
せ
ら
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

新
し
い
挑
戦
は
、
き
っ
と
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 年次別、部活別ホームページ紹介

在京自重三四会のホームぺ-
ジは、自重関係のネットサー

ファーの間では下の「自重応

援団30」で有名。全ぺ-ジ校

歌や応援歌のBGM付きという

力作。自重博物館長・星邦彦
先輩の熟年パワー恐るべし。

「自重応援団30」のUR

Lはhttp://www「.spher

e,ne,jp/hakuaoen/。

在京白墓三四会からは

「戻る」をゲノックする

と訪問できます。

このホームぺ-ジ事体は大分

以前からあったらしいですが

この秋から新装オープンして

やっと公開になりました。七

夕会の名称は、毎年7月の第

1土曜日に懇親会を開催して

いることに由来します。

他に、七夕会は隔月第2火曜
日、ニ火会と称して各分野で

活躍する講師を招き勉強会を
実施しています。

昨年1月に開設された疾
風会ホームぺ-ジは、当
初、疾風会が在京自重会
総会の幹事を終えるまで
の時限サイトの予定でし

たが、好評につき、在京

自重会の公式サイトが立

ち上がるまでの代替サイ

トの役割を果たしました。

コンテンツが充実し、各

種検索エンジンへの登録
も多く、管理人の佐藤泰

久さんのメンテナンスも

頻繁で、訪問者の多いサ
イトです。

顕顕醗
堤手張主蛾岡焼一部等▲部圭は 青年雪進藤妙∠ト
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閻憫湘艶囲

鋼‡職工艶

轍窒談擬態

囲繊醜艶勘鯛

観嶋棚鰹騒

繊∥醗=醗

鰹激鋤鍋与

重油鴻￣「おもいで」のべ臆ノの建設開始。最終更新日(2〇〇〇字句月2〇日)

大司朗会の集合写真、宣基握粗金での校歌放吟 その他同期会の連絡だとかあります.

煎伺一石や同窓会の音僻目I云と お則らせのべ」/です。このホームべ臆ン開設の終綱も書かれています.

七つかしの盛岡からの臆「たより」です。最終更新日(9月2「日)

園託上面†三重叫の篤い苗などを豊醇ようと思っていま生ようやく臆歩前進しましなS43年甲子園/\じ\卜

8音

㈲反です有壁岡一高(こ関することなら、こ/J⊇投稿でも歓迎します。とんとん宙書込みしてください。

重岡一高lこけてなく力、るさと岩手の憎強練をリストアップしまうと患っています。

20∞宿7月21日から教えて

あゆ÷(コ顕醍顕顧問密且の訪問者です
ありがとう二乱、まし手二、

〇-me音音上県’タ音_上!±鋤主音>音l÷

8月初旬に立ち上がったばかりのサイトですが、いきなり同期会での校
歌放吟をMPEG映像でアップし、訪問者の度胆を抜きました。同期生の

意気込みがひしひしと伝わり、楽しみなサイトです。

霊∵〕∵-串や串翻「 

誌講識最も’(音帯乱ましたので 

醗酵 
櫨重盗ま 

臨醜態臨 

醒醒髄寵誓細雪会HP(こ音)ノルよし 

9月半ばにアップした自重90。HPの制

作者は、在京白宴会公式HPを制作した

水原滋さんです。在京自重会ホームぺ
-ジの実験を兼ねて立ち上げたというこ

と。いっぺんに2つのサイトを抱え大変

でしょうが、ガヅソたせ、水原さん!
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岩手県立盛岡第一高等学校

昭和五四年卒業OB会

のベーンほ岩手県立盛岡第一高等学校を昭和期年(二手蒸した人の名油や追給をするためのものです
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昭和54年卒の人の名簿や

連絡のためのぺ-ジです。
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平成10年度の応援委員JN7MYXさんが管理人のオフィシャル・ウェブ・サ

イト。現役生とOB、OGの交流の場を目指し、諸先輩の協力を訴えていま

す。JN7MYXさんには、疾風会HPも掲示板を通じて技術的な助言やら何や

らたいへんお世話になっています。これからも新鮮情報をよろしく!

念
願
だ
っ
た
在
京
日
豊
会
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
よ
う
や
く
立

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
以

降
、
各
年
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
ま
す
。

昭
和
4
2
年
卒
在
京
疾
風
会
が
在

京
自
室
会
総
会
の
幹
事
を
務
め
た

昨
年
1
月
「
疾
風
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
今
年

の
1
0
月
半
ば
時
点
で
年
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
公
式
、
非
公
式
合
わ
せ

て
7
サ
イ
ト
、
他
に
部
活
関
係
も

4
サ
イ
ト
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の

他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昨年12月に開設された盛岡一

高音楽部OB・OGのぺ-ジで

す。深山会の名称は、昭和30

年、混声合唱を始めて5年目

の音楽部が混声合唱曲「深山

には」を演奏してNHK合唱コ

ンクールで県代表となり、こ

こから部歌が「深山には」と
なり、OB会の名称も「深山

会」となったとされています。
このホームぺ-ジから、音楽

部コンサートのライブ録音を
ダウンロードして聴くことが
できます。

盛岡一高無線部OBが主に高
校の無線クラブの活性化を目
的に、技術を競うたいご味を

追求するサイトなそうです。

掲示板のやりとりもかなり専
門的でコンピュータや無線の
知識がない人はついていけな
いような内容ですが、マニア

にとっては垂;延のサイトなん

でしょうね。



(4)在京自重会報

全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
を
観
戦
し
て

第
2
4
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大

会
が
7
月
2
4
目
-
2
6
日
の
3
日
間
、

東
京
・
市
谷
の
日
本
棋
院
で
行
わ
れ

母
校
盛
岡
一
高
が
岩
手
県
代
表
と
し

て
男
女
団
体
戦
と
個
人
戦
に
出
場
し

善
戦
健
闘
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

上
位
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

全
員
伸
び
盛
り
で
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
会
場
に
は
在
京
日

豊
会
(
2
6
会
)

の
有
志
も
応
援
と
激

励
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
各
都
道
府
県
か
ら
選

び
抜
か
れ
た
代
表
ら
し
く
棋
力
は
そ

れ
ぞ
れ
か
な
り
の
も
の
で
し
た
が
、

勝
負
を
争
う
な
か
、
対
局
者
同
士
が

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電
話
の
番

号
を
交
換
し
あ
う
な
ど
、
現
代
っ
子

ら
し
い
一
面
も
み
せ
て
い
ま
し
た
。

盛
岡
一
高
囲
碁
将
棋
部
顧
問
の
菊

池
桂
之
先
生

(
叩
卒
)

に
よ
る
と
、全国大会出場の部員と顧問の菊池先生(右端)

熱戦中の-高棋士

現
在
の

部
員
数

は
2
7
名

で
、
本

校
校
舎

5
階
の

天
文
部

室
を
間

借
り
し

て
(
8
畳
弱
で
狭
す
ぎ
て
廊
下
に
は

あと・らんだむ

<名称>在京白聖26会 <幹事および連絡先住所・電

話>大和田 剛(事務局)〒161-0034新宿区上落合2-

18-10(有)大和田不動産TEL.03-3367-0421/島川成昭

〒180-0001武蔵野市吉祥寺北町1-11-6TEし.0422-22-

6442/照井 章〒167-0051杉並区荻窪4-33-16グl)」

ン荻窪TEし.03-3393-0672 <同期会等の活動>会員数

50名。(年内懇親会も予定)

※第8号で紹介した年次同期会一覧の追加です。まだ空白の年次が

たくさんありますので、事務局までご連絡下さい。

み
出
し
な
が
ら
)
授
業
終
了
後
6
時

半
位
ま
で
腕
を
磨
い
て
い
る
と
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
会
終
了
後
、

菊
池
先
生
と
選
手
一
行
は
東
京
下
町

の
昧
「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
」
を
食
べ
て

帰
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
夢
は
叶
え
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
。

大
会
の
結
果
は
日
本
棋
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
(
巨
盲
ミ
w
w
w
.
目
i
h
昌
k
i
i
目
.

〇
r
.
」
p
\
小
雪
N
巨
s
①
n
盲
i
g
巨
s
O
巨
8
書
手
i
官
s

O
h
8
e
滅
r
①
S
.
夏
目
)

で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
照
井

章
(
2
6
年
卒
)

情報提供/S28年卒 中田島雅也

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
創
部

五
十
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会

去
る
3
月
、
盛
岡
の
ホ
テ
ル
東
日

本
で
、
創
部
5
0
周
年
記
念
式
典
、
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
で
は
、

日
々
ど
ん
な
や
り
と
り
が
行
き
交
っ

て
い
る
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
仲
間
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
を
お
、
幸
い
で
す
。

○
こ
れ
が
聞
こ
え
る
と
春
を
感
じ

ま
す最

近
、
勤
務
先
の
館
向
ま
で
朝
練

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
か
ら
太
鼓
は
聞
こ
え

て
い
た
の
で
す
が
、
い
よ
い
よ
声
も

出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す

ね
。
い
よ
い
よ
人
気
の
中
で
も
見
せ

場
が
続
く
時
期
に
な
り
ま
す
。
現
役

応
援
委
員
の
皆
様
、
体
調
を
維
持
し

て
い
っ
そ
う
精
進
し
て
く
だ
さ
い
ま

せ
。
(
平
成
元
年
卒
同
期
会
H
P
掲

示
板
よ
り

投
稿
者
・
工
藤
嘉
英
、

投
稿
目
2
0
0
0
年
4
月
1
8
目
)

○
は
じ
め
ま
し
て

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
日
本
語
が

へ
た
で
す
が
、
謹
ん
で
下
さ
い
。
私

は
韓
国
人
で
す
。
(
中
略
)

私
は
い

ま
韓
国
で
趣
味
で
剣
道
を
し
て
い
ま

す
。
い
ま
初
段
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
い
ろ
い
ろ
の
物
を
見
た
後
踊
り
ま

す
。
私
は
剣
道
の
い
ろ
い
ろ
な
寡
眞

が
必
要
で
す
。
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
た
め
に
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
(
白
望
剣
友
会
H
P
掲
示

板
よ
り

投
稿
者
・
趨
慶
釣
、
投
稿

日
2
0
0
0
年
2
月
2
5
日
)

○
緊
急
連
絡
で
す
!

1
2
0
周
年
の
募
金
額
で
4
5
年
卒
の
ト

ッ
プ
が
破
ら
れ
ま
し
た
。
3
7
年
卒
に

1
0
万
追
い
越
さ
れ
、
3
位
と
の
差
は

7
万
と
肉
薄
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
、

ま
だ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

な
ら
お
早
め
に
お
振
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
も
う
既
に
規
定
の
額

は
振
り
込
ん
で
も
、
も
っ
と
と
お
っ

し
ゃ
る
方
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
P
T
A
や
同
窓
会
の
関
係
者

が
多
い
我
学
年
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
在
京

白
聖
四
五
会
H
P
掲
示
板
よ
り

投

稿
者
・
木
村
み
な
子
、
投
稿
目
2
0

0
0
年
9
月
H
日
)

○
音
楽
部
2
度
目
の
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
全
国
大
会
出
場

音
楽
部
が
8
年
ぶ
り
2
度
目
の
全

国
大
会
出
場
と
な
っ
た
。
僕
ら
の
こ

ろ
は
人
数
は
多
か
っ
た
け
れ
ど
東
北

大
会
ま
で
し
か
行
け
な
か
っ
た
。
今

回
は
B
部
(
3
3
人
以
下
)

で
小
さ

め
だ
が
少
数
精
鋭
で
よ
く
や
り
ま
し

た
。
A
部
で
は
元
昭
先
生
の
母
校
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
松
江
北
高
校
が

出
場
し
ま
す
。
(
在
京
疾
風
会
H
P
掲

示
板
よ
り
投
稿
者
・
佐
々
木
英
夫
、

投
稿
日
2
0
0
0
年
1
0
月
3
日
)

◇

◇

◇

も
ち
ろ
ん
、
内
容
は
各
年
次
や
と

き
ど
き
の
話
題
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

で
も
、
生
き
生
き
と
し
た
対
話
が
飛

び
交
っ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
引
用
の
皆

さ
ん
、
無
断
転
載
ご
め
ん
な
さ
い
。


